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秋田県総合防災課
男 鹿 市 福 祉 課

令和６年度

第４回都道府県個別避難計画

推進会議

✓ワークショップで自分の個別避難計画を作る市民の皆さん

（グループ２）
２－１
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※Ｒ６年４月１日現在

秋田県 男鹿市
人口 ９０万２，０６０人 ２万２，５６１人
高齢化率 ３９.４％ ５１.８％
避難行動要支援者名簿登載者数 ６４，４０８人 １，３１３人

秋田県と男鹿市の概要
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取組の経緯

個別避難計画作成モデル事業を活用

・本県に甚大な被害をもたらした令和５年大雨災害
や令和６年能登半島地震において、避難行動要支
援者に対する避難支援の重要性が浮き彫りとなった。

・個別避難計画の作成については、ノウハウや人材の
不足により着手することが難しい市町村もある。

 

・県においては、令和６年能登半島地震を教訓に、男
鹿半島地域等において同様の地震が発生した場合の
防災・減災方針を検討しており、要配慮者避難を重
点方針に掲げている。

✓ 逃げ遅れてボートで救助される住民も
（令和５年大雨災害、男鹿市比詰地区）
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○直接的な被害による人的被害
・住家等の耐震化の促進
・要配慮者の避難のあり方の検討 等

○在宅避難者・車中泊避難者の把握困難
・ＩＣＴを活用した避難所の受付システム等の検討
・車中泊避難者の避難場所の設定に向けた検討 等

○孤立集落の発生／孤立集落、自主避難所の把握困難
・孤立を想定した通信手段の確保、備蓄の検討 等

○良好な避難所環境の確保
・快適なトイレ、温かい食事、睡眠環境を意識した
避難所運営の検討 等

○物資の不足
・分散備蓄の推進、防災備蓄コンテナの設置やドローン、
ヘリコプター、船舶の活用の検討

・速やかな配送に備えた協定・委託等、物流事業者の
活用の検討 等

○応援機関の救助活動等の遅延
・被災地及び近隣における応援機関等の活動拠点、
宿泊場所の確保 等

秋田県男鹿半島地域等防災・減災会議について

構成と開催状況（予定含む）

【方針の策定】
秋田県男鹿半島地域等防災・減災会議

（知事、関係市長、有識者、関係機関等）
 令和６年10月：検討状況報告及び意見交換
 令和７年２月：防災・減災方針（案）の協議、策定

主なリスクと対応方針

【課題の抽出と対応等の検討】
秋田県男鹿半島地域等防災・減災対策検討委員会

（有識者、自治体及び関係機関の実務担当者等）
令和６年４月：能登半島地震に課題、検討内容（案） 等
・Ｒ ６ ７月：リスク設定、今後の進め方（案）、意見交換 等
・Ｒ６ 12月：応急対策及び被災者支援の検討結果、意見交換 等
令和７年１月：防災・減災方針（素案）の協議

被災者支援検討部会
令和６年８月／10月

・被災者支援に係る
意見交換等

応急対策検討部会
令和６年９月／11月

・応急対策に係る意見
交換等

リスク検討部会
令和６年６月

・リスク設定に係る
意見交換等

目的 令和６年能登半島地震を教訓に、男鹿半島地域等において地震が発生した際の防災・減災方針を策定する
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これまでは、旧制度の様式「個別支援計画」を改変せず使用。いかにも役所
の文書的で、項目が多く記入が大変だという声も。内容の不備や情報の未更
新など、実効性に乏しいものであった。

男鹿市における当初の課題

旧様式「個別支援計画」
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✓行政（県、男鹿市）と男鹿市社会福祉協議会が連携して個別避難計画の作
成支援体制を構築し、多様なアプローチにより地域の実情に即した実効性
の高い計画作成を支援。

✓市社協の人材育成とノウハウの蓄積、個別避難計画作成の加速化を目指す。

事業の概要

✓１００名分の計画作成
✓市社協との体制整備、人材育成

目標
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取組のポイント① 計画様式の再構築

✓ シンプルで書き込みやすく、親し
 みやすくなるよう工夫

計画情報とマップ
（視覚情報）を組み
合わせ実効性を向上

✓ ハザードマップは市公式サイトか
 ら誰でもアクセス可能なもの
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市広報誌に特集を掲載。合わせて計画作成支援
リーフレットを折り込み全戸配布

取組のポイント② 広報

✓ 広報記事では個別避難計画の必要性や地域のつながり作りの
 重要性を強調

✓ A3二つ折りのリーフレットは計画
様式を切り取って使うことができ、
住民主体による計画作成を支援
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実施内容① 民生委員に対する説明会

社協担当者とともに、9つある地区民生児童委員
協議会に出席。約100名の民生委員に対し、個別
避難計画の取組への協力依頼。

✓ A1サイズに拡大した説明用パネル
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✓ 「町内会でも課題意識を持っていた。
 有意義な研修会になった」（町内会長）

ワークショップと避難訓練を合わせた「ひなんさん
ぽの会」を3度開催。避難所までの経路を散歩感覚
で確認したほか、災害対策の重要性を周知。

✓ 鍵屋教授が参画

実施内容② 「ひなんさんぽの会」

✓ 下り坂では車イスを後ろ向きに移動さ
 せることが基本
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✓ 本市で初めての冬季に行われた訓練と連携。雪道でのシル
 バーカーは困難を極め、途中から車で避難所まで送迎。

作成した個別避難計画の有効性を検証すること
でより実践的な計画に。5月と2月の2度、訓練実
施に合わせ参加。

✓ 避難支援者らとともに避難所に到着した後は、
 炊き出しのとん汁を試食

実施内容③ 総合防災訓練との連携
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成果・課題

成果：計画作成数１３３件（目標100件）

成果を得られた理由：
✓民生児童委員の精力的な活動
✓防災啓発の下地

✓取組の地域差・温度差
✓拒否者や高齢者以外の対象者への波及課題：

※Ｒ７年２月末時点
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今後の方針

✓事業を社協委託し新たな視点での取組を期待
✓福祉避難所など福祉防災分野の包括的な取組
✓デジタル化の検証 etc.

来年度以降は

✓ 個別避難計画を重点事業に
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おわりに

避難支援を通じた地域づくりを
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